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Abstract Taxonomic relationship and geographical variation of Leptura mimica 
BATES from Sakhalin, the Southern Kurile Islands and Japan and of Leptura arcuata 
tsumagurohana OHBAYASHI (in ап old sense) from Japan are discussed. Leptura arcuata 
tsumagurohana OHBAYASHI is regarded as a synonym of Leptura modicenotata Рїс, and 
three species of the L. arcuta group, L. modicenotata Pic, L. mimica BATES and L. 
arcuata PANZER, are recognized. They are discriminated by the following character- 
istics: 

1. Elytra usually provided with eight black markings covered with black pubescence, 
the second one not rounded and almost reaching suture; hind tibiae strongly 
curved at about apical 2/5 and not apically dilated in male; parameres of male 
genitalia narrowly and weakly twisted; spermathecal duct of female genitalia 
long and thin; basal part of spermatheca slender....Leptura arcuata PANZER 
(from Europe, Mongolia, Siberia, Sakhalin, N. China and Korean Peninsula). 

— Elytra provided with eight distinct black markings or without any marking; hind 
tibiae curved at about apical 2/5 and becoming broader towards apices in male; 
parameres of male genitalia widely spatulate and strongly twisted; spermathecal 
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duct of female genitalia short and thick, as long as or a little longer than sper- 
matheca: basal part of spermatheca roundly projected ーー 2, 
2. Elytra provided with eight distinct black or brown markings covered with black 
pubescence but occasionally with well developed black markings which are 
contiguous to each other in the specimens from Oki Is.; inner sides of parameres 
angulate and touching at bases, forming rather an obtuse angle (70-90°) 
EAEI EEEE PETE E ES OET OE PE E OIL IIO II Leptura 
mimica BATES (from Hokkaido, Honshu, Oki Is., Rishiri Is. and S. Kurile Is.). 
— Elytra provided with indistinct black markings covered with black or golden 
pubescence or without marking; inner sides of parameres rounded and touching 
at bases, forming rather a sharp angle (40-50°); body color in northern popula- 
tions darker than in southern ones (excluding those of the lowland of southern 
Kyushu)...... Leptura modicenotata Pic (from Hokkaido, Honshu, Shikoku, 
Kyushu, Sado Is., Awaji-shima Is., Tanega-shima Is. and Yaku-shima Is.). 


は ЁС 6 に 


前 報 で は , 日 本 産 (サハ リン , ЇГ 924) ヤッ ツボ シ ハ ナカ ミキ リ Leptura mimica BATES を , 
大 陸 産 メイ リク ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ (MAIE) L. arcuata PANZER と は 別 の 種 で ある と 報告 し た 
が , 今回 は ,。 いわ ゆる ツマ グロ ハナ カミ キリ L.tsumagurohana OHBAYASHI と され て いる も の の 上 送 
の 斑紋 , 軟毛 の 色 の 変異 を 地理 的 に 調べ , ヤツ ボン ハナ カミ キリ L. mimica BATES と の 区 別 点 を 明 ら 
か に し, 分 類 学 的 に 整理 し た . 


検視 標本 お よび 研究 方 法 

検視 標本 は , 表 1 に 示し た よう に , ツマ グロ ハナ カミ キリ が 北 は 北海 道 か ら 南 は 屋久 島 ま で の 雄 
315 94, ЖЕ 331 頭 , ヤッ ボン ハナ カミ キリ が 北 は 北海 道 か ら 南 は 和歌 山県 まで の 雄 96 I, WE 67 頭 
で ある . 

ヤツ ッ ツボ シ ハ ヘナ カミ キリ と ツマ グロ ハナ カミ キリ の 区 別 は , 前 報 で 述べ た よう に , БИО 8 つの 黒 紋 
が 明瞭 で , 黒 紋 な いし は 黒 紋 の 裾 色 し た 褐色 紋 の 位置 に 黒色 軟毛 を 有する も の を ヤツ ボン ハナ カミ キ 
y ( 図 1 B, 3 P, 4 P) £L, それ 以外 の も の を ツマ グロ ハナ カミ キリ ( 図 1 A, 3 A-O, 4 A-O) 
と し て 取り 扱っ た . まず , ヤツ ボン ハナ カミ キリ と ツマ グロ ハナ カミ キリ の 区 別 を より 明確 に する た 
め に , 雄 交尾 器 の 形状 を 比較 し た . 上 翔 の 黒 紋 は , 黒色 部 と 金色 軟毛 の 組合 せ に より 形成 され , E 
の 里 紋 に 多く の 変異 が 見 られ る た め , その 変異 の 傾向 を みる 目的 で , 地域 ご と に БУОЖ( EE 
金色 軟毛 の 被 毛 状態 と その 占有 度 に つい て 調べ た . 


結果 と 考察 


雄 交尾 器 

ヤツ ッ ボ シ ハ ナカ ミキ リ と ツマ グロ ハナ カミ キリ と で は , 雌雄 交尾 器 と も に よく 似 て いる が , ЮМ 
器 の 側 片 (parameres) に 形態 的 差異 が かみ られ た . 図 2 に 雄 交尾 器 の 包 片 (tegmen) と 側 片 の 形状 を 
示 し た が , ヤッ ボン シ ハ ナカ ミキ リ で は 側 片 基部 内 側が や や 角 ば り , 接し て いる 部 分 の 角度 が 大 きく て 
70-90? (X 2 B), ツマ グロ ハナ カミ キリ で は 側 片 基部 内 側が 丸 ま り , 接し て いる 部 分 の 角度 は 小さ 
く て 40-50? (X 2 A) で ある こと が わか る , 


Fig. 1. 


ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ と ツマ グロ ハナ カミ キリ (2) 


図 1. 
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ミキ リ の 雄 . 
Males of Leptura modicenotata Pic (= Leptura arcuata tsumagurohana OHBAYASHI) 
(A, A', A") and L. mimica BATES (B) from: A, Tanega-shima Is.; А’, Gifu Pref.; A", Gunma 




















21, ツマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ボ シ ハ ナカ ミキ リ の 検視 標本 個体 数 . 
Table 1 Number of examined specimens of Leptura modicenotata PIC (= Leptura 
arcuata tsumagurohana OHBAYASHI) and L. mimica BATES. 
L. modice- L. mimica L. modice- T mimica 
notata 1 notata 2 
Locality d 9 d 9 Locality g 9 $ 9 
Hokkaido 3 0 43 27 Wakayama Pref. 0 3 
Rishiri Is. 0 | Fukui Pref. 1 9 0 1 
Aomori Pref. 3 4 5 3 Kyoto Pref. Ї 1 
Iwate Pref. 10 4 Awaji-shima 18. 3 4 
Yamagata Pref. 0 3 Shimane Pref. Ї 3 
Niigata Pref. 3 3 Okayama Pref. 2 4 
Sado Is. 2 0 KG6chi Pref. 2 7 
Fukushima Pref. 10 28 2 5 Tokushima Pref. 1 1 
Tochigi Pref. 10 11 Ehime Pref. 4 17 
Gunma Pref. 19 26 2 2 Fukuoka Pref. 9 l 
Yamanashi Pref. 33 27 2 0 Saga Pref. 0 1 
Nagano Pref. 124 55 29 14 Oita Pref. 4 3 
Gifu Pref. 30 36 | 0 Kumamoto Pref. 4 5 
Ishikawa Pref. 2 | Kagoshima Pref. 5 6 
Tokyo Pref. 6 26 Tanega-shima Is. 2 | 
Kanagawa Pref. 3 10 Yaku-shima 18. 22, 22 
Shizuoka Pref. 3 3 Oki Is. 10 10 
Aichi Pref. 2. 6 = z E = 
Mie Pref. 0 4 Total 315 331 96 67 
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図 2. ツマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ボン シン ハ ナ カミ キリ の 雄 交 尾 器 側 刻 と 包 片 . 

Fig. 2. Parameres and tegmen of male genitalia of Leptura modicenotata Pic (— Leptura ar- 
cuata tsumagurohana OHBAYASHI) (А) and L. mimica BATES (B) from: A1-A2, Nagano 
Pref.: A3, Gunma Pref.: A4, Yaku-shima Is.; A5, Oita Pref.; BI-B2, Hokkaido; B3, Aomori 
Pref.; A1, Bl: lateral view; A 2-5, B 2-5: ventral view. 


.I£zoOoRm8iÓ-E, 金色 軟毛 の 被 毛 状態 な ら び に その 占有 度 

北海 道 か ら 屋久 島 ま で の 各地 域 の ツマ グロ ハナ カミ キリ を 図 3 А-О に 示し た が , 同じ 個体 の 上 甚 
OH, 金色 軟毛 の 被 毛 状 態 を 示 し た の が 図 А-О で ある . この 図 か ら 判 断 し て , 種子 島 お よび 鹿 児 
島 産 の も の で は , 上 頑 の 黒色 部 と は 関係 な く 金色 軟毛 に お お われ て いる 部 分 の 多い こと が わか っ た . 
また 屋久 島 お よび 高地 帯 や 寒冷 地 の 個体 で は , 上 甘 の 黒色 部 が 少な く て ぁゃ 黒色 軟毛 に お お われ て いる 
部 分 の 多い こと も わか っ た . 

この よう な 傾向 を さら に 明確 に する た め に , 屋久 島 , 九州 低地 (鹿児島 県 ), 九州 高地 (熊本 , 大 
分 県 ), 四国 低地 , 四国 高地 , 中 国 地方 低地 (岡山 県 ), 中 国 地方 高地 (島根 県 ), 東京 都 , 長野 , 山 
A, 群馬, 福島 , 青森 の 各 県 と 北海 道 (日 高山 系 ) な どの 材料 を 用 いて , 上 区 の 半分 以上 が 黒色 部 と 
な っ て いる も の (黒っぽく 見 える も の ) と 上 交 の 半分 以上 が 褐色 に な っ て いる も の (明る く 見 える も 
Оо) の 比率 を 図 5 に 示し た . さら に , 上 次 の 半 分 以上 が 黒色 軟毛 で お お われ て いる も の と , БО 
分 以上 が 金色 軟毛 で お お われ て いる も の と の 比率 を 図 6 に 示 し た . その 結果 を まとめ る と 次 の よう に 
な る : 上 甚 の 黒色 部 と 黒色 軟毛 の 生ずる 位置 は か な ら ず し ゃ 一 致し な い : 全体 的 に 山地 , 寒冷 地 に い 
сагс ар, 黒色 軟毛 の 多い 個体 が ふえ る : 九州 南部 低地 (鹿児島 県 ) で は 黒色 部 の 大 きい 個体 が 
多い . この よう に , ツマ グロ ハナ カミ キリ は , 九州 南部 低地 の も の を 除く と , 山地 や より 寒冷 地 に い 
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く ほ ど 黒 化 が 進む こと が 理解 で きる . 九州 南部 低地 (鹿児島 県 ) の 個体 の 上 区 の 黒色 部 の ひろ が り 方 
を 見 る と , 図 7 A-E に 示し た よう に , 基部 より 先端 部 へ 向かっ て 黒色 部 の ひろ が っ て いく 傾向 が あ 
0, 他 の 地域 で は , 図 A-E’ に 示し た よら うに, 先端 部 より 基部 へ と ひろ が っ て いく 傾向 が ある . 
つま り 鹿 児島 県 の ゃ の は , 他 地 域 産 と は 逆 の 変異 性 を ん 示す こと が わか る . し か し , 種子 島 の 個体 は , 
屋久 島 と 鹿児島 低地 と の 中 間 的 な も の で あり , 鹿児島 低地 の も の を 明確 に 区 別 す の こと は で き な い . 

以上 の よう に 変化 の 多い ツマ グロ ハナ カミ キリ も , ある 一 定 の 方 向 性 を も っ た 変異 を 示し , ヤツ ボ 
シ ハ ナカ ミキ リ と は 雄 交 尾 器 に お いて も ゃ 区別 が つく の で , ツマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ボ シ ハ ナカ ミ 
キリ は 近 縁 の 別種 と し て 扱う の が 妥当 で あろ 5. 

ツマ グロ ハナ カミ キリ の 学名 と し て は Leptura arcuata tsumagurohana OHBAYASHI が 現在 使用 され 
て いる の で , タイ リク ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ L. arcuata PANZER の 亜 種 し いう こと に な っ て し まう . 
し か し , 日 本 産 ヤ ツボ ン ハ ナカ ミキ リ は , 上 翔 の 斑紋 以外 で は ツマ グロ ハナ カミ キリ に 酷似 し て いる 
OC, タイ リク ヤツ ボン ハナ カミ キリ より ツマ グロ ハナ カミ キリ に 近 縁 で あろ うと 推定 され る . つま 
D, これ まで ツマ グロ ハナ カミ キリ と 称 さ れ て きた 種 は , 先 に 述べ た よう に 日 本 産 ヤ ツボ シン ハナ カミ 
キリ L. mimica BATES と は 異な っ た 種 で あり , も ちろ ん タイ リク ヤツ ボン ハナ カミ キリ L. arcuata 
PANZER の 種 内 変異 ( 亜 種 ) と も 考え られ な い . それ で , いわ ゆる ツマ グロ ハナ カミ キリ の 学名 は , 
L. tsumagurohana OHBAYASHI を 種 に 充当 させ て 用 いる の が 順当 な 処置 だ ろう と いち お う は 考え られ 
5. し か し , この よう に 変異 が 多く , 型 名 の 多く 与え られ て いる 種 群 で は , 1961 年 以前 に 記載 され た 
亜 種 以 下 の ラ ンク を 種 ま た は 亜 種 へ 昇格 させ る の が 国際 動物 命名 規約 で も 適格 に な る . そこ で , それ 
ら の 型 名 を 年 次 を 追っ て 整理 し , 適格 な 名 称 を 模索 する 必要 が 生じ て くる の で ある . 

大 林 (1963) に よれ ば , L. arcuata PANZER の 型 は 全部 で 26 に 分 けら れる (818) が , この うち 
17-21 は 明らか に ヤツ ボン シン ハナ カミ キリ L. mimica BATES で あり , 1-16 と 22-26 の 刑 が ツマ グロ ョ ハ 
ナカ ミキ リ に 相当 する . これ ら 多 数 の 型 の うち で , 後者 と 判定 され , し か も も っ と も 古く 記載 され た 
も の は , 22 の m. modicenotata で ある . これ は , Leptura tenuicornis MOTSCHULSKY の 1 WŁ LT 
Pic (1901) に より 記載 され た も の で , この 名 称 が 有効 名 で ある . し た が っ て , ツマ グロ ハナ カミ キリ 
の 学名 と し て は , Leptura modicenotata Pic を 使用 すべ きだ と いう こと に な る . そこ で , これ まで ツ 
マグ ロ ハ ナ カミ キリ の 学名 と し て 使用 され て きた 型 な どの 学名 を 整理 する と 次 の よう に な る . 





図 3 (10 ペー ジ ). 各地 産 ツ ウマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ボ シ ハ ナカ ミキ リ の 雄 . 

Fig. 3 (on p. 10). Males of Leptura modicenotata Pic (— Leptura arcuata tsumagurohana OH- 
BAYASHI) (А-О) and L. mimica BATES (P) from various localities. —— A, A’: Yaku-shima Is. ; 
B, В’: Tanegashima Is.; C, С’: Kagoshima Pref.; D, D’: Oita Pref.; E: Ehime Pref.; 
E': Tokushima Pref.; F: Okayama Pref.; F': Shimane Pref.; G, G': Awaji-shima Is.; 
H, H': Kanagawa Pref.; I, l': Gifu Pref.; J, J': Nagano Pref.; K, K': Yamanashi Pref.; 
L, L': Gunma Pref.; M: Niigata Pref.; M': Sado Is.; N, N': Iwate Pref.; O, O': Hokkaido 
(Hidaka); P: Nagano Pref.; Р”: Aomori Pref. 

図 4 (11 マージ), &MüpEv--7n»cT»hi4VULvyvmvecknmic)ohtbuoSZüd25vu 
は 金色 軟毛 . 

Fig. 4 (on p. 11). Black or golden elytral pubescence in males of Leptura modicenotata PIC 
(— Leptura arcuata tsumagurohana OHBAYASHI) (А-О) and L. mimica BATES (Р) from various 
localities.——A-P: Same specimens as shown in Fig. 3. Black portion: black pubescence; 
white portion: golden pubescence. 
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図 5. AHE? z anth oO БИ ӨЛ БЖ. 

Fig. 5. Color variation of the elytral disc in Leptura modicenotata Pic (— Leptura arcuata 
tsumagurohana OHBAYASHI) from various localities. Dark portion (lli male; 772 female) 
indicates percentage of the specimens examined, in which the elytral color is dominated 
by black (> 5075), white portion (| ]) shows those dominated by brown. 
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Leptura modicenotata PIC, stat. nov. 


Leptura (Strangalia) tenuicornis, var. modicenotata Ріс, 1901, Bull. Mus. Hist. nat., Paris, 7: 61. 

Leptura (Strangalia) tenuicornis, var. infernalis Pic, 1901, op. cit., 7: 61. 

Leptura tenuicornis: BATES (nec MOTSCHULSKY), 1873, Annls. Mag. nat. Hist., (4), 12: 194 (in part). 

Strangalia tenuicornis, var. tokioensis Pic, 1915, Longicornia, 9 (2): 11. 

Strangalia kinhokuana MATSUSHITA, 1932, Zool. Mag., Tokyo, 44: 191. 

Strangalia (s. str.) arcuata, ab. mimica: MATSUSHITA, 1933, J. Fac. Agr. Hokkaido imp. Univ., 34: 
212. 

Strangalia (s. str.) arcuata: TAMANUKI, 1942, Fauna Nipponica, Tokyo, 10 (8-15): 177 (in part). 

Strangalia (s. str.) arcuata tenuicornis: TAMANUKI, 1942, op. cit., 180. 

Leptura (Ss. str.) arcuata: GRESSITT, 1951, Longicornia, 2: 97 (in part). 

Leptura (Leptura) arcuata tenuicornis, ab. satsumensis НАҮАЅНІ, 1953, Ent. Rev. Japan, 8: 41. 

Leptura (s. str.) arcuata, f. tenuicornis: НАҮАЅНІ, 1955, Col. Illustr. Ins. Japan, Coleopt., Cerambyc., 
32, pl. 32, fig. 81. 

Leptura (s. str.) arcuata, f. satsumensis: НАҮАЅНІ, 1955, op. cit., 32. 

Leptura arcuata tsumagurohana OHBAYASHI, 1955, Ent. Rev. Japan, 8: 61 [syn. nov.]. 

Leptura arcuata mimica, f. infernalis, f. modicenotata, ab. tokioensis, ab. kinhokuana: FUJIMURA, 1957, 
Shin Konchü, Tokyo, 10(3): 13-15. 

Leptura arcuata tsumagurohana, ab. satsumensis: FUJIMURA, 1957, Shin Konchü, Tokyo, 10(3): 15. 
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図 6. 各地 産 ツ マグ ョ ハナ カミ キリ の 上 婦 軟 毛 の 色彩 変異 . 

Fig. 6. Color variation of elytral pubescence in Leptura modicenotata PIC (= Leptura arcuata 
tsumagurohana OHBAYASHI) from various localities. Dark portion ( male; 777 female) 
indicates percentage of the specimens examined, in which color of the elytral pubescence 
is dominated by black (2 50%), white portion (| ]) shows those dominated by golden. 
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Leptura arcuata tsumagurohana, m. edo, m. tosa, m. ise OHBAYASHI, 1957, Ent. Rev. Japan, 8: 13. 

Leptura arcuata tsumagurohana, m. kii, m. hiuga OHBAYASHI、 1958, Ent. Rev. Japan, 9: 10. 

Leptura arcuata mimica, m. hida, m. mitsuko, m. shigakogen, m. hirayu, m. hokua, m. kamikochi, m. 
pseudokinhokuana, m. yatsugatake, m. hishimon, m. miyama OHBAYASHI、 1958, Ent. Rev. Japan, 
9: 10. 

Leptura arcuata tsumagurohana, m. satsumensis: OHBAYASHI, 1963, Icon. Ins. Japon. Col. nat. ed., 
Tokyo, 2: 281. 

Leptura arcuata mimica, m. modicenotata, m. infernalis: OHBAYASHI, 1963, op. cit., 281. 


分 布 ・ 北海 道 ( 日 r3 | | | 系 ) , Ж 州 , pu | k], 九州 , 佐渡 ケ 島 , 淡路 島 , ff FE, 屋 久 Ia 5 


分 布 

クマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ッ ボ シ ハ ナカ ミキ リ は , その 形態 的 特徴 か ら み て ひじ ょ うに 近 繧 で あり , 
タイ リク ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ と の 関係 か ら み る と , それ ら の 祖先 型 か ら ツ マグ ロ ハ ナ カミ キリ が 分 
化し た と 考え る の が 自然 で も ろう. その 分 化 が いつ 起こ っ た か は , まだ 資料 不足 で 推定 する こと が で 
き な い が , 分 化 は 日 本 列島 を 舞台 に 展開 され た と 想定 で きよ う . まず , 分 布 拡大 に 関与 し た と 考え ら 
れる 要素 は , 第 四 紀 を 通じ て の 水 期 に お ける 陸橋 と 海流 に よる 流木 で あろ 5. 


3 種 の 種 間 関 係 か ら 考 えて , 上 区 斑 紋 変異 の いち じ る し い ツ マグ ロ ハ ナ カミ キリ が , も っ と も 古く 
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図 7. 各地 産 ツ ウマ グロ ハナ カミ キリ の 上 期 斑 紋 変 異 . 
Fig. 7. Variation of elytral markings in Leptura modicenotata PIC (— Leptura arcuata tsu- 
magurohana OHBAYASHI) from various localities. ——A-E: Kagoshima Pref. ; A'-E': Honshu. 
Black portions: black markings. 


日 本 列島 へ 侵入 し た . それ は お そら 4, ウル ム 水 期 よ り 前 の 氷 期 た 陸橋 を 通っ て 渡来 し た も の で ある 
に ちがい な い . それ が 北方 (サハ リン , 北海 道 ) を 経由 し た の か , 南西 方 (朝鮮 半島 , 対馬 ) ある し 
は さら に その 内 側 (本 州 の 中 国 , 北陸 地方 ) を 経由 し た の か は 定か で な い (いずれ に し て る, 対馬 に 
この 種 が 分 布 し て いな い の は , ひと つの 問題 で も ある ),. そし て , ツマ グロ ハナ カミ キリ が , お そら 
北海 道 を も 含む 日 本 列島 全域 へ 分 布 を 拡大 , 繁栄 し た の で は な い だ ろ うら うか. 

さら に 時 代 を 下っ て , ウル ム 氷 期 を 通じ て 北方 か ら 逃 避 し た タイ リク ヤツ ボ シ ハ ナカ ミキ リ が , Y 
ッ ク ボ シ ハ ナカ ミキ リ へ と 分 化 し つつ 本 州 へ 達し た と 推定 したい. 先住 者 で ある ツマ グロ ハナ カミ キリ 
pu さら に 南 へ 逃避 し た と 推定 され る ウル ム KWO I 邊 を 考え る と , 気温 が 現在 より 10-12°С 
も 低く , 日 高山 系 で の 雪 線 が 1.600 т, 森林 限界 が 北緯 41-42 度 付近 で あり , ЗЕОФ Л ЦУГ 
海岸 線 は ハイ マツ を 主体 と する 寒 地 性 植生 で あっ た oe され る 。 し た が っ て 。 T3iuESeTb5i4 
) 群 が 北 海道 に 生息 で きる 条件 で は な か っ た よう に も 考え られ る . そし て 後 水 期 を 通じ て , 気候 の 温 
暖 化 と と も に , より 北方 適応 の ヤツ ボン ハナ カミ キリ が , まだ 残っ て いた 最後 の 陸橋 を 通っ て まず 北 
海道 へ 侵入 し た が , さら に 南下 し た ツマ グロ ハナ カミ キリ が 本 州 北部 に 達し た ころ に は , すでに 津軽 
海峡 が 成立 し て いた の で , 北海 道 べ は 進出 で き な か っ た . 

いっ ぱ ぽう, 本 州 に 残存 し た ヤツ ボ ハ ナカ ミキ リ は , 山地 帯 へ 追い 上 げ ら れ , 全体 と し て 現在 の ょ 5 
な 分 布 型 が 形成 され る こと に な っ た の で は な い だ ろ うか . さて , ツマ グロ ハナ カミ キリ の 分 布 で 興味 
が も た れる 点 の ひと つ に と, 北海 道 で の 分 布 が 日 高山 系 に 限ら れ て いる こと が ある (09. 北海 道 の 
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ヤツ ボ シ ハ ナカ ミキ リ Leptura arcuata Panzer の 各 型 








to 


1-7. subsp. tsumagurohana 8. . kinhokuana Matsushita 18. 


m m. tokugo Ohbayashi 
Ohbayashi : 9. m. hida Ohbayashi 19. m. ойїтаг Ohbayashi 
l. m. edo Ohbayashi 10. m. mitsuko Ohbayashi 20. f. typica 
2. m. satsumensis Hayashi ll. m. shigakogen Ohbayashi 21. m. harmandi Pic 
3. m. hiuga Ohbayashi 12. m. hokua Ohbayashi 22. m. modicenotata Pic 
4. f. typica 13. m. pseudokinhokuana Ohbayashi 23. m. yatsugadake Ohbayashi 
5. m. tosa Ohbayashi 14. m. kamikochi Ohbayashi 24. m. hishimon Ohbayashi 
6. m. ise Ohbayashi 15. m. fokioensis Pic 25. m. miyama Ohbayashi 
7. m. kii Ohbayashi 16. m. Airayu Ohbayashi 26. m. infernalis Pic 
8-26. subsp. mimica Bates: 17. m. ohtakei Ohbayashi 


図 8 ツマ グロ ハム ナカ ミキ リ の いろ いろ な 型 (大 林 , 1963), 


Fig. 8. Various morphs of Leptura modicenotata Pic (— Leptura arcuata tsumagurohana OHBA- 
YASHI) and L. mimica BATEs, after OHBAYASHI (1963). 


個体 は , 体 の 黒 化 が 進ん だ 関東 北部 や 東北 地方 に 分 布 し て いる 刑 と 同じ で , と くに 変わ っ て は いな 
い . つま り そ の 分 布 拡大 を , 比較 的 近い 地質 時 代 に 求め ざる を えな い . 

この よう な , ツマ グロ ハナ カミ キリ と 同じ よう な 分 布 型 を 示す 甲虫 群 と し て , 東北 地方 北部 の イッ 
キナ ガチ ビ ゴ ミッ ムン Trechiama oreas (Н. W. BATES) (221120) 5 種 が , 北海 道 の 日 高 , 夕張 地方 に 


限っ て 分 布 す る 例 を , UENo (1971) が 報告 し て いる . そし て , イワ キナ ガチ ビ ゴ ミ ム ン の 祖先 型 が 海 
を 渡っ て 進出 し た と 想定 され て いる . その こと を あわ せ て 考察 する と , ツマ グロ ハナ カミ キリ が 日 高 


山系 以外 に 分 布 を 拡大 し て いな いこ と と , 有形 "7 に 東北 地方 の 刑 と 同じ で ある と いう 事実 は , 今日 わ 
れ わ れ の みる よう な 分 布 が , 比較 的 最近 の 地質 時 代 , 津軽 海峡 成立 後 の 気 候 の 温 瞬 化し 7 oe ill 
水 の 影響 を 受け た 海流 に よっ て 運ば れ た 流木 で , 東北 地方 か ら 日 高地 方 に この 種 が 分 布 を 拡大 し た 結 
果 で ある こと を 推定 させ る . 


追記 asd タイ リク ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ の 分 布 城 は 大 
産 の 標本 が 博物 館 に 保管 され て い で 追加 報告 する . デー タバ ド 
4 81 o, "m zs v, 6-VII 1933, 岩倉 真 採集 . 
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図 9. ツマ グロ ハナ カミ キリ と ヤツ ボン シン ハナ カミ キリ の 日 本 に お ける 分 布 . 
Fig. 9. Map showing the distribution in Japan of Leptura modicenotata PIC (= Leptura arcuata 
tsumagurohana OHBAYASHI) and L. mimica BATES. 
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これ まで の いわ ゆる ヤツ ボン シン ハナ カミ キリ Leptura arcuata PANZER は , 旧 北 区 に 広く 分 布 し , 1 種 

2 各種 に 分 けら れ て いた . 前 報 で は 日 本 産 の た . mimica が 別種 で ある と 認め , 独立 種 の 扱い に し た . 

今回 の 報告 で は , その 斑紋 変異 の 多様 さき ゆえに, 分 類 学 的 取扱 い に 混乱 を きた し て いた も う ひ と つの 

亜 種 subsp. tsumagurohana を L. modicenotata Pic の 同 物 異 名 と し , 独立 種 の 扱い に し た . この 結 

R, これ まで 1 種 と され て きた ヤツ ボン シン ハナ カミ キリ は 3 種 と な っ た わけ で ある . な お , この 3 種 
は , 次 の 検索 表 で 識別 で きる . 

1. 上 婦 は 黒い 軟毛 た お お われ た 8 個 の 黒 紋 を つね に ゃ もち , 2 番目 の 黒 紋 は 左右 接する こと が 多く , 

半 円 形 に な る こと は 少な い : 雄 の 後肢 膝 節 は 先端 より 2/5 付近 で 強く 曲がり , 先端 部 まで ほほ 

同じ 幅 で ある : 雄 交 尾 器 の 側 片 は 細長 い へ ラ 状 で , 先端 部 に いく に し た が いよ じ れ る よう に 曲 

が る が , 浴 曲 が それ ほど 強く は な い : 雌 交尾 器 の 受精 開 管 は 細く て 長く , 受精 仁 は 基部 が 張り 

だ さ な い . 分 布 : ヨー ロッ パ ,。 モン ゴリ ア , サハ リン , 中 国 (東北 部 , рч, 河北 , ШЖ), 

BERE HH タイ リク ヤツ ボン シ ハ ナカ ミキ リ Leptura arcuata PANZER. 
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図 =10. REY Жи аР 0 о bU. 
Fig. 10. Variation of elytral markings in Leptura mimica BATES from Oki Is. 


— EAR 8 個 の は っ きり し た 府 紋 を も る つか, あるいは 斑紋 を も た な い : ЕО ВЕКА IS 
2/5 付近 で 曲がり , 先端 部 へ いく に し た が い 幅 が 広く な る : 雄 交尾 器 の 側 片 は 幅広 い ヘ ラ 状 で 
あり , 先端 部 へ いく に したがい よじ れる よう に 強く 曲がる : 雌 交 尾 器 の 受精 雷管 は 太く て 短 
O 受精 開 と 同じ 長 さ か や や 長い 程度 , 受精 閥 は 基部 が 張り だ し て 丸み を お びる ………… 2 

2. 上 次 は 黒い 軟毛 で お お われ た 明瞭 な 8 個 の 黒 な いし 褐色 紋 を つね に も つが , 隠岐 島 産 の も の だ け 
は 黒色 部 が ひろ が り , 全体 が 黒い も の まで 見 られ る (A 10); 雄 交 尾 器 の 側 片 基部 内 側 は 角 ば 
0, 接し て いる 部 分 の 角度 は 大 きく て 70-90? で ある . 分 布 : 北海 道 , 本 州 , 隠岐 鳥 , 利尻 島 , 
サハ リン , BEN eR HÀ ヤツ ボン ハナ カミ キリ Leptura mimica BATES. 

— 上 燃 は 黒 な いし 金色 軟毛 で お お われ た 明瞭 な 黒 紋 を も つ 個 体 か ら , それ ら を も た な い 個体 まで の 
変異 が あり , 全体 が 黒く な る 個体 も ある : 雄 交尾 器 の 側 片 基部 内 側 は や や 丸く な り , 接し て い 
る 部 分 の 角度 は 小さ く て 40-50? で ある . 分 布 : 北海 道 (日 高地 方 ), 本 州 , 四国 , 九州 , 佐 


渡 ヶ 島 , 淡路 島 , 種子 島 , 屋久 島 ・…‥…‥‥…・ ツ マグ ロ ハ ナ カミ キリ Leptura modicenotata Pic. 
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The Staphylinid Beetles from Minamidaitó-]ima Island, 
the Ryukyus 


Yasuaki WATANABE 


Laboratory of Entomology, Tokyo University of Agriculture, 
Setagaya, Tokyo, 156 Japan 


In the previous record (WATANABE, 1990, p. 214), eight species of staphylinid beetles were 
recorded from Kitadaitó-jima Island, the Ryukyus. In the present report, six staphylinid 
species are recorded from Minamidaitó-jima Island, which is situated to the south of Kita- 
daitó-jima Island. All the specimens were collected on July 1st, 1971, by Mr. Yukihiko 
Izumi. I thank him for his kindness in giving me the specimens. 


Carpelimus sharpianus (CAMERON), 1 5, 4 99. 
Carpelimus vagus (SHARP), 14, 1 9. 
Oxytelus incisus MOTSCHULSKY, 2 $4, 1 9. 
Lithocharis nigriceps KRAATZ, 1 2. 
Philonthus aeneipennis BOHEMAN, 4 $4, 8 99. 
Aleochara puberula KLUG, 7 55, 7 99. 
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